
大
正
に
会
け
る
朝
鮮
産
米
の
海
上
輸
送
と
釜
山

ー

l
日

鮮

貿

易

断

章

|

|

の

樋

節

夫

口

朝
鮮
農
業
な
か
で
も
、
産
米
に
関
す
る
一
斑
は
「
人
文
地
理
」

「
地
理
」
誌
・
他
で
ふ
れ
る
と
こ
ろ
が
あ
っ
た
。
小
稿
で
は
日
本
の

大正における朝鮮産米の海上輸送と釜山

農
業
問
題
(
米
価
問
題
・
米
価
政
策
:
:
:
)

の
原
型
が
表
面
化
す
る
大
正
期
に
お
け
る
日
鮮
貿
易
に
ふ
れ
、
略
奪
貿
易
の
典
型
で
あ
っ
た

朝
鮮
産
米
の
商
品
化
プ
ロ
セ
ス
と
、
そ
の
輸
送
問
題
を
検
討
し
た
。

一
、
朝
鮮
産
米
の
商
品
化

日
本
統
治
時
代
の
朝
鮮
貿
易
の
特
色
は
、
朝
鮮
が
日
本
独
占
資
本
の
「
略
奪
型
」
貿
易
の
場
と
し
て
、
食
糧
、
原
料
の
供
給
を
分
担
し

た
こ
と
に
あ
る
。
こ
れ
は
一
九
三
六
年
か
ら
急
速
に
発
展
し
た
重
工
業
の
存
在
に
か
か
わ
ら
ず
全
期
を
通
じ
て
の
特
長
で
あ
っ
た
。

こ
の
反
面
、
百
本
の
余
剰
生
産
物
を
消
化
す
る
独
占
的
輸
出
市
場
で
も
あ
っ
た
。
こ
れ
ら
は
貿
易
の
場
に
お
け
る
民
族
的
自
主
性
の
欠

如
と
、
日
本
に
対
す
る
依
存
関
係
の
た
め
で
あ
っ
た
。
そ
の
結
果
と
し
て
、
常
に
朝
鮮
側
の
輸
入
超
過
と
い
う
逆
調
の
連
続
が
し
め
さ
れ

て
い
た
。
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大
正
期
に
お
け
る
朝
鮮
産
米
は
農
産
品
の
大
宗
で
、
輸
移
出
品
の
筆
頭
に
あ
っ
た
。
日
本
の
植
民
地
政
策
が
進
展
す
る
に
つ
れ
、
そ
の
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弁石日雄錦亀都多早穀都良
日Iコ日

考 山ノ町 ノ 摩錦神力
慶租出 尾 種

。
山全新潟畿内新秋山木栃熊本 山 原産
口北 潟田口 口

大粒
地

弁
荒木白雄 亀 摩錦多一

系

O 
錦ノ都 千都

慶 町尾本 統

粒中
二三四四四五六三四一 ア4
.・.・・'・・.

• 五七二五八四一六 O九
小平立
全南北全北を忠南全北北忠平南慶南慶北 京畿道

分

各除く全南・ 忠南・ 北平・ 除を 11 南以
布

A 道・ ・・ 京畿く の
地

種在来
南慶 原江江原 南以 六道

域

平北 成南 江と
. 原
成

優良品種の普及状況第 1表

(
昭
和
二
年
現
在
)

性
を
欠
い
て
い
た
わ
け
で
あ
る
。
そ
こ
で
、

商
品
化
が
顕
現
し
た
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な

し、
O 

資
本
主
義
的
農
場
経
営
を
創
設
す
る
作
用
の

な
か
で
、
農
民
を
半
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
化
し
、
窮

追
の
う
ち
に
、
そ
の
産
米
が
日
本
市
場
へ
と
集

中
し
た
の
で
あ
っ
た
。

質
的
統
一
と
量
的
拡
大

従
来
、
朝
鮮
の
在
来
種
は
不
統
一
、

か
つ
各

種
の
爽
雑
物
が
多
く
、
品
質
も
劣
り
、
調
整
不

良
:
・
の
た
め
、
日
本
市
場
で
は
、

た
だ
端
境
米

と
し
て
の
み
一
部
で
取
引
さ
れ
て
き
た
。
商
品

日
本
市
場
に
適
応
さ
せ
る
努
力
が
総
督
府
全
起
動
源
と
し
て
強
権
下
に
展
開
す
る
の
で
あ

大
正
期
末
ま
で

る
。
在
来
種
の
優
良
種
へ
の
転
換
が
大
正
期
に
、
具
体
化
さ
れ
、

第
1
表
に
し
め
し
た
日
本
原
産
種
が
持
ち
こ
ま
れ
、

に
、
全
産
米
の
七
八
%
が
改
良
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

こ
の
な
か
で
、
も
っ
と
も
普
及
し
た
の
が
「
穀
良
都
」
で
あ
っ
た
。
こ
の
産
米
は
そ
の
一
手
買
受
市
場
阪
神
が
古
く
か
ら
、
大
粒
種
を

尊
重
し
た
こ
と
、
貧
弱
な
農
家
で
も
あ
る
程
度
無
肥
料
で
育
つ
も
の
と
し
て
選
定
せ
ら
れ
、
京
畿
道
以
南
の
諸
道
、
な
か
で
も
慶
尚
南

道
・
北
道
に
施
政
当
初
か
ら
普
及
し
た
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
優
良
種
が
急
速
に
普
及
し
、

一
定
面
積
か
ら
の
収
量
が
増
加
す
る
に
し
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た
が
っ
て
、
肥
料
増
施
の
必
要
を
生
じ
(
当
初
の
十
年

で
、
堆
肥
七
、
結
肥
一
七
八
、
動
物
質
四
、
植
物
質

四
、
鉱
物
質
八
四
:
・
各
倍
に
増
加
)
、
こ
れ
が
耕
作
農

民
へ
の
義
務
づ
け
と
し
て
展
開
し
た
。
こ
の
間
に
種
々

の
問
題
(
小
作
慣
行
の
破
壊
・
窮
乏
・
流
民
:
・
)
を
は

ら
ん
だ
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
。

商
品
化
の
基
礎
の
う
ち
、
こ
の
品
種
改
良
が
、
も
つ

と
も
実
行
容
易
な
手
段
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

朝
鮮
農
業
の
基
盤
を
、
根
本
か
ら
く
つ
が
え
し
、
植

民
地
体
制
化
し
た
の
は
「
土
地
調
査
事
業
」
で
、
土
地

所
有
を
確
立
し
、
土
地
価
格
、
地
形
、
地
貌
の
調
査
を

完
了
す
る
過
程
で
、
広
大
な
土
地
が
固
有
と
な
り
「
東

洋
拓
殖
会
社
」
・
:
を
と
お
し
て
、

日
本
人
の
手
に
土
地

第2表集
中
が
み
ら
れ
た
。
こ
の
事
業
は
産
米
増
加
の
た
め
の
「
土
地
改
良
事
業
」
と
と
も
に
、
大
規
模
経
営
の
有
利
性
を
も
導
き
、
朝
鮮
農
民

を
貧
民
化
さ
せ
た
の
で
あ
っ
た
。
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日
本
の
食
糧
問
題
を
解
決
す
る
国
策
遂
行
の
場
に
は
、
こ
の
よ
う
な
作
業
が
あ
っ
た
。

「
産
米
増
殖
計
画
」
下
に
、
そ
れ

な
か
で
も
大
正
期
の
米
騒
動
を
頂
点
に
、
米
が
日
本
国
民
の
死
活
問
題
化
す
る
に
お
よ
ん
で
か
ら
、
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ら
は
よ
り
積
極
的
、
大
規
模
、
集
中
的
に
展
開
す
る
わ
け
で
第
2
表
(
日
本
に
お
け
る
米
の
貿
易
)
は
そ
の
一
端
を
し
め
し
た
に
す
ぎ
な

L 、
O 

こ
の
勢
は
一
九
三
五
年
に
頂
点
(
日
本
市
場
に
お
け
る
国
内
産
米
と
朝
鮮
産
米
の
関
係
比
で
、
後
者
が
凌
駕
す
る
)
に
達
し
た
。
こ
れ

ら
は
朝
鮮
農
民
の
消
費
抑
制
・
:
等
に
よ
る
窮
迫
輸
出
の
結
果
で
あ
っ
た
。

ニ
、
産
米
の
流
通
シ
ス
テ
ム

さ
て
、
朝
鮮
産
米
の
日
本
市
場
へ
の
流
通
は
、

い
か
な
る
シ
ス
テ
ム
下
に
行
わ
れ
た
の
だ
ろ
う
か
。
在
来
、
朝
鮮
産
米
の
地
方
に
お
け

る
小
需
要
に
対
し
て
は
、
他
の
穀
物
と
お
な
じ
く
、
各
地
の
市
自
に
散
在
し
た
在
来
市
場
(
全
道
一
二
五
三
!
大
正
末
年
)

で
取
引
さ

れ
、
地
方
消
費
者
は
も
ち
ろ
ん
、
食
糧
不
足
に
な
や
ん
だ
農
家
も
、
そ
の
糧
食
米
を
市
場
購
入
し
た
の
で
あ
る
。
中
農
以
下
の
余
剰
米
が

そ
の
場
で
消
化
さ
れ
た
わ
け
で
あ
る
。

こ
れ
ら
の
市
場
取
引
の
ほ
か
に
、
市
場
外
取
引
と
し
て
産
米
が
出
廻
っ
た
。
そ
の
ル

l
ト
は
、
生
産
者
↓
商
人
(
生
産
者
↓
大
地
主
↓

集
散
市
場
の
米
商
人
。
主
と
し
て
籾
取
引
)

-
商
人
↓
消
費
者
(
米
穀
商
人
↓
都
市
の
消
費
者
。
精
米
取
引
・
た
だ
し
一
部
分
)

-
商
人

↓
貿
易
商
(
米
穀
商
人
↓
輸
出
業
者
。
玄
米
ま
た
は
精
米
取
引
・
こ
れ
が
大
部
分
)
、

貿
易
商
↓
輸
出
仕
向
地
商
人

(
電
報
に
よ
る
売
買

契
約
)
に
よ
っ
て
い
た
。

こ
の
さ
い
の
出
廻
は
、
主
産
地
が
京
畿
道
以
南
で
あ
る
関
係
か
ら
、

ま
た
日
本
へ
の
輸
出
に
あ
て
る
こ
と
か
ら
、
河
川
使
、
沿
海
航
路

便
、
な
か
で
も
「
鉄
道
便
」
に
よ
り
港
に
廻
送
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
第
1
図
(
各
線
別
、
駅
別
米
発
着
状
況
)
は
そ
の
実
際
で
あ
っ

た
。
京
畿
道
以
南
を
従
貫
す
る
京
釜
線
、
お
よ
び
忠
南
か
ら
全
羅
南
・
北
道
の
沃
野
を
走
る
湖
南
線
が
活
発
で
、
京
義
線
が
こ
れ
に
つ
ぎ
、
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京
元
線
、
戚
鏡
線
は
と
も
に
不
振
で
あ
っ
た
。

駅
別
に
出
廻
米
の
多
か
っ
た
中
心
を
し
め
す
と
、

京
釜
線
(
亀
浦
・
密
陽
・
大
郎
・
倭
館
・
金
泉
・
平
沢
・
水
原
お
よ
び
仁
川
)

-
湖
南
線
(
論
山
・
裡
里
・
金
提
・
新
泰
仁
・
井
巴
・

松
汀
里
・
群
山
)

-
京
義
線
(
平
壌
お
よ
び
新
義
州
)

-
感
鏡
線
(
威
興
)
・
:
各
一
万
ト
ン
以
上
:
・
と
な
る
o

こ
れ
ら
の
発
送
駅
か
ら
最

終
的
に
は
京
釜
線
↓
釜
山
、
京
仁
線
↓
仁
川
、
京
義
線
↓
鎮
南
浦
、
湖
南
線
↓
群
山
な
い
し
は
木
浦
に
集
貨
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
前
者
は

産
米
地
の
中
心
、
後
者
は
そ
の
積
出
港
・
大
消
費
地
と
い
う
こ
と
で
、
釜
山
が
そ
の
筆
顕
で
あ
っ
た
。

さ
て
、
こ
れ
ら
の
う
ち
、
後
者
に
は
米
穀
商
人
が
多
数
所
在
し
た
が
、
彼
等
の
多
く
は
籾
摺
工
場
ま
た
は
精
米
工
場
を
兼
営
し
、
廻
送

せ
ら
れ
た
籾
を
、
そ
れ
ぞ
れ
玄
米
ま
た
は
精
米
と
し
、
消
費
者
や
貿
易
業
者
に
供
給
し
た
こ
と
を
注
意
し
た
い
。

大
正
末
年
に
お
け
る
年
産
五
千
石
以
上
の
工
場
は
、

五
) 京
畿
道
五
五
(
京
城
一
四
、
仁
川
三
一
)

・
慶
尚
北
道
四
七
(
大
郎
一
五
)

-
忠
清
南
道
二
了
全
羅
北
道
三
三
(
群
山
一
一
、
全
州
九
)

-
全
い
羅
南
道
一
七

・
黄
海
道
九
、
平
安
南
道
二

O
(平
壌
八
、
鎮
南
浦
三
)
(
木
浦

慶
尚
南
道
四
六
(
釜
山
二
三
)

平

安
北
道
一
七
、
江
原
道
一
、
威
鏡
南
道
八
:
・
合
計
二
六
五
(
う
ち
日
本
人
経
営
一
五
七
、
朝
鮮
人
経
営
の
も
の
に
は
籾
摺
業
者
が
多
い
)

)
の
う
ち
に
、
そ
の
中
心
に
な
る
都
市
H

開
港
場
な
い
し
は
大
消
費
地
が
し
め
さ
れ
、
そ
こ
で
産
米
の
精
米
と
輸
出
の

で
あ
っ
た
。

た
め
の
「
米
穀
検
査
」
が
行
な
わ
れ
た
。

」
の
え
」
い
の
、

「
米
穀
検
査
」
は
産
米
の
品
質
が
、
従
来
、

日
本
市
場
に
お
い
て
、
種
々
の
非
難
を
う
け
た
こ
と
か
ら
、
改
善
の
施
設

と
し
て
、
品
質
改
良
を
企
図
し
、
前
記
優
良
品
種
の
摘
出
と
普
及
、
そ
の
生
産
増
加
を
は
か
り
、
加
え
て
「
米
穀
検
査
」

の
法
を
も
っ

て
、
産
米
の
品
位
を
保
証
し
、
商
取
引
の
安
全
を
招
来
し
た
の
で
あ
る
。
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朝鮮産米の銘柄記号

および品種

備 元鎮南 仁群木釜

支所検査山浦川山浦山

考 ⑤⑦@⑫⑧回 名

白 成南北平畿京北全全慶南
産

⑧ -南・

成北平南忠北忠南 北慶
は:

銘柄記
前自

江原葉海忠南北忠

号
海黄で

あ
る。
亀亀 銀坊銀穀都良
ノノグ 坊 | お
尾尾 主主 も

・・
な

陸羽 福坊 M 摩童多市 穀良 銀坊 る

一主 都主 栽培
・・

一陸 穀都良摩錦多山

n仁1t

号 羽三 H 品力
4重

号

設
置検
し査
た所
o ま

輸全
出鮮
米の
に枢
つ要
L 、1主也
て Jー
は;六
政 ~O
府S余
指ヨに

定
地
に
お
い
て
、
籾
、
玄
米
、
精
米
の
検

査
を
義
務
づ
け
(
朝
鮮
穀
物
検
査
令
に
よ

る
)
、
不
合
格
品
は
特
別
の
場
合
を
の
ぞ

い
て
搬
出
を
禁
じ
た
。

第
3
表
は
各
検
査
地
に
お
け
る
銘
柄
記

こ
の
よ
う
に
、
朝
鮮
産
米
の
流
通
は
品
種
改
良
、
生
産
増
加
、
市
場
機
構
の
整
備
、
検
査
施
設
:
・
を
通
じ
、
品
質
の
均
一
化
、
標
準
化

号
と
そ
の
主
要
品
種
を
し
め
し
た
。

第3表

(
朝
鮮
米
関
係
資
料
に
よ
る
)

が
は
か
ら
れ
、
大
量
輸
出
の
シ
ス
テ
ム
が
整
備
さ
れ
た
わ
け
で
、

日
本
の
消
費
者
の
も
と
に
は
工
場
生
産
品
と
し
て
の
商
品
米
が
あ
る
規

格
を
も
っ
て
と
ど
け
ら
れ
た
の
で
あ
る
。

な
お
、
付
記
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
は
、
産
米
の
出
廻
に
お
け
る
大
量
輸
送
の
手
段
に
つ
い
て
で
あ
る
。

な
が
い
問
、
朝
鮮
に
お
け
る
陸
上
の
交
通
は
「
人
肩
馬
背
」
に
よ
る
原
始
の
域
を
出
な
か
っ
た
が
、
明
治
年
聞
の
「
京
仁
鉄
道
」
の
創

設
い
ら
い
、
近
々
の
聞
に
公
私
合
計
二
千
哩
(
昭
和
初
期
)

の
路
線
開
設
が
あ
っ
た
。
そ
の
当
初
に
お
い
て
、
満
鮮
交
通
統
一
の
主
旨
か

ら
、
か
な
ら
ず
し
も
そ
れ
は
、
経
済
路
線
と
し
て
敷
設
さ
れ
た
も
の
で
は
な
か
っ
た
た
め
に
、
産
業
開
発
の
先
駆
と
し
て
、
充
分
の
機
能

111 

を
発
揮
す
る
こ
と
が
な
か
っ
た
。

け
れ
ど
も
大
正
四
年
の
「
共
進
会
」
開
催
を
一
契
機
と
し
て
、
第
一
次
世
界
大
戦
の
影
響
も
あ
っ
て
、
有
利
に
展
開
し
、
大
正
八
年
の
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好
況
期
に
頂
点
に
達
し
た
。

そ
の
主
要
貨
物
は
経
国
の
大
宗
「
米
」
を
筆
頭
に
、
石
炭
が
こ
れ
を
つ
ぎ
、
木
材
、
粟
、

た。

セ
メ
ン
ト
、
鉱
石
、
大
豆
、
塩
:
:
:
が
あ
っ

の
基
礎
と
し
て
銘
記
す
べ
き
施
設
で
あ
っ
た
。

と
も
あ
れ
産
米
の
日
本
へ
の
積
出
港
と
な
っ
た
釜
山
を
は
じ
め
と
す
る
諸
港
に
鉄
道
が
そ
の
パ
イ
プ
を
つ
け
た
わ
け
で
、
産
米
商
品
化

三
、
朝
鮮
産
米
の
仕
向
地
!
阪
神
!

港別朝鮮産米の輸入

4情 他佐須原 鹿厳下門大神横χ 考 見原関司阪戸浜

% 
一 O 八八五

明

t主 四

大 三一一三二四七二七

正
フじ 四 明

二八三 四
六二二五四二四二六 四

年
四 大

一 一一 六五三
の 七三二 O 一二五七二 フじ

平均
九一二

大一 二二一一四

単位 二四三三七五一七七

It. 一
千 、
石 六二四

大

五 四七一三 00
三六六九一九六八二

ムノ¥ 一
00一二 O 八八五 ア6・
二二九五四二七四

第4表

(
明
治
的
均
年

1
大
正
3
年
)

大
正
期
に
お
け
る
日
本
の
米
に
関
す
る
貿
易
は

す
で
に
第
2
表
に
よ
っ
て
概
観
し
た
。

そ
の
当
初
朝
鮮
産
米
は
、
主
と
し
て
都
市
、

お

よ
び
そ
の
近
郊
に
お
い
て
、

ま
た
農
漁
村
等
で

は
、
下
級
の
職
工
、
日
稼
人
・
:
の
薄
給
消
費
者
の

闘
で
消
費
さ
れ
、
秋
田
、
長
崎
、
山
形
、
青
森
、

福
岡
、
宮
城
、
静
岡
で
も
多
く
消
化
さ
れ
た
。

米
以
外
に
代
用
食
物
の
少
な
い
地
方
農
村
の
代

替
用
と
も
な
っ
た
わ
け
で
、
米
価
低
落
の
お
り
や

凶
作
時
に
そ
の
消
費
増
が
い
ち
じ
る
し
か
っ
た
。



こ
れ
を
輸
入
港
別
に
仕
訳
し
た
の
が
第
4
表
(
港
別
朝
鮮
産
米
の
輸
入
)

で
あ
る
。

七
六
・
九
%
の
高

大
正
の
初
期
・
三
ヶ
年
平
均
の
輸
入
割
合
で
は
、
大
阪
六
八
・
二
%
、
神
戸
八
・
七
%
で
、
阪
神
の
両
港
の
み
で
、

率
が
し
め
さ
れ
た
こ
と
を
注
意
し
た
い
と
思
う
。

こ
の
場
合
、
玄
米
五
七
、
精
米
三
七
、
砕
米
六
・
:
各
話
・
:
の
構
成
と
な
っ
て
い
た
。
朝
鮮
産
米
の
仕
向
地
が
こ
の
よ
う
に
、
阪
神
市
場

「
穀
良

を
主
と
し
た
の
は
、
古
く
か
ら
大
阪
が
米
市
場
の
核
で
あ
っ
た
と
い
う
歴
史
的
伝
統
の
ほ
か
に
、
そ
の
商
品
化
の
プ
ロ
セ
ス
が

都
」
を
第
一
に
、

の
ち
に
「
銀
坊
主
」
と
い
っ
た
大
粒
種
の
生
産
を
中
心
に
展
開
し
た
こ
と
に
よ
る
。
そ
れ
に
も
ま
し
て
、
大
阪
市
場
で

は
当
初
、
東
京
の
業
者
が
石
抜
き
を
煩
雑
な
業
務
と
し
て
、
き
ら
っ
た
の
に
対
し
て
、
却
っ
て
石
の
混
清
か
ら
精
白
上
、
若
干
の
口
銭
が
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得
ら
れ
る
と
し
て
歓
迎
し
た
と
い
う
商
法
に
も
原
因
は
あ
っ
た
。

(
大
正
日
年
)

取引所における米の受渡状況

古日 所取引

崎予 山屋都京市戸阪 名

一 一一 一一 日
二三八七五三 O 六五二

本米
二 O五五五七三 O八四

、、、 車H

一一四五六七 O 七七 島平
五二四三九六二八三 O
一二九 O三七六 O 七 O 米

一~‘ 一一品 -晶 一一ー メ<:t込

、、、、

一三六六七 O 三七九|
七五三 O 四 O二四九二計
三二四五八四六 O 五四

第5表

と
も
あ
れ
、
朝
鮮
産
米
は
、
そ
の
後
に
お
い
て
、
市
場
制
覇
的
諸
条
件

を
さ
ら
に
具
備
し
、
販
売
市
場
を
拡
大
す
る
が
、
阪
神
を
主
と
す
る
関
西

市
場
の
地
位
は
絶
対
あ
っ
た
。

当
時
、

日
本
各
地
に
所
在
し
た
米
の
取
引
所
に
お
い
て
も
、
第
5
表
の

ご
と
く
、
高
岡
、
金
沢
、
新
潟
、
鶴
岡
、
酒
田
な
ど
市
場
向
米
の
集
散
地

に
お
け
る
取
引
所
を
の
ぞ
い
て
、
消
費
地
の
取
引
所
で
は
朝
鮮
産
米
が
国

内
産
米
の
取
引
量
を
超
え
て
い
た
。

取
引
所
に
お
け
る
米
の
受
渡
状
況
(
第
5
表
)

市
に
お
け
る
取
引
量
を
注
目
し
た
い
と
思
う
。

の
大
阪
・
神
戸
・
四
日
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。
大
正
大
阪
風
土
記
、
大
阪
市
教
育
部
、

P
七
八
八

大阪の朝鮮貿易品

馬元清鎮浦南 木釜群仁
港

山山津 浦山山川

H 鋼鉄

-・

H 製同 な

nE3 ロ る

・・・・ 輸

器農 H 織物綿 造人 果生 11 1/ 織物綿

出

具 肥実
不l

米大木材 /1 1/ 11 11 米
-旦・ 同
実棉 米・ 大・ 11 物植 11 '/ 大豆

輸
-豆 肥料 ・ 入
棉製櫨複塩・ ・ ・ 11 11 植物 ロ仁3ロ

信
棉実

目巴
料

第 B表

台
湾
産
米
を
主
と
し
た
関
東
市
場
と
対
照
的
で
あ
っ
た
ι

し
た
が
っ
て
、
そ
の
消
費
の
地
域
は
関
西
以
西
で
、
門
司

博
多
・
長
崎
・
高
知
・
須
崎
・
下
関
・
福
山
・
宇
品
・
尾
ノ

道
・
広
島
・
呉
・
岡
山
・
笠
岡
・
神
戸
・
大
阪
・
神
戸
・
京

都
・
宮
津
・
舞
鶴
・
宇
治
山
田

(
伊
勢
)
、

四
日
市
が
中
心

と
な
り
、
以
東
で
は
名
古
屋
・
清
水
・
横
浜
・
東
京
・
松
本

-
岡
谷
・
長
野
・
函
館
・
小
樽
な
ど
の
都
市
が
あ
り
、

L 、
ず

っ
て
、
朝
鮮
産
米
に
は
下
関
・
大
阪
:
経
由
の
通
過
貿
易
米
が
多
く
、
途
中
の
広
島
・
岡
山
・
愛
媛
・
香
川
に
は
瀬
戸
内
海
水
運
の
一
環

れ
も
一
万
石
以
上
の
消
費
都
市
と
し
て
知
ら
れ
た
。
し
た
が

と
し
て
、
彼
地
仕
立
の
帆
船
、
機
帆
船
等
:
:
:
い
わ
ゆ
る
海
上
ト
ラ
ッ
ク
が
あ
っ
て
、
近
県
へ
の
再
移
出
が
か
な
り
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

る。
名
古
屋
以
東
の
各
県
に
僅
少
で
あ
っ
た
の
は
前
記
の
理
由
の
ほ
か
に
、
輸
送
手
段
の
便
宜
性
を
欠
い
た
地
理
的
位
置
が
関
係
し
一
て
い

こ
の
よ
う
な
こ
と
で
、
大
阪
は
朝
鮮
貿
易
に
お
け
る
核
的
存
在
で
、
そ
の
諸
港
と
は
第
6
表
(
大
阪
の
朝
鮮
貿
易
品
)

入
を
行
な
っ
た
。

の
よ
う
な
輸
出

清
津
↓
木
材
・
大
豆
・
塩
魚
、
元
山
↓
大
豆
:
・
を
の
ぞ
い
て
、
仁
川
・
群
山
・
釜
山
・
木
浦
・
鎮
南
浦
・
馬
山
の
諸
港
か
ら
は
、

ま
ず

第
一
に
米
、

つ
い
で
大
豆
・
棉
・
金
属
材
料
・
:
の
輸
入
を
も
っ
た
こ
と
を
注
目
し
た
い
。

こ
の
場
合
の
主
要
取
引
港
は
輸
出
入
を
あ
わ
せ
る
時
、
仁
川
、
釜
山
、
群
山
、
木
浦
、
鎮
南
浦
・
:
と
な
っ
て
い
た
。



つ
ぎ
に
、
こ
れ
ら
朝
鮮
諸
港
が
ら
の
積
出
商
品
と
そ
の
輸
送
子
段
に
つ
い
て
述
べ
て
み
た
い
。

四
、
朝
鮮
産
品
の
日
本
へ
の
積
出
港

「
朝
鮮
貿
易
年
表
」

に
よ
る
輸
移
出
品
価
格
類
別
に
よ
る
と
、
こ
の
年
の
輸
出
品
の
う
ち
、
第
一
に
穀
物
お
よ
び
種
子

(
大
正
八
年
)

が
輸
出
総
額
の
六
一
・
四
%
(
対
日
本
貿
易
で
は
六
五
・
七
%
)
、

鉱
物
お
よ
び
金
属
が
一

0
・
一
二
%
、
飲
食
物
七
・
三
%
、

糸
綾
お
よ

び
布
白
巾
六
・
六
%
、
薬
材
お
よ
び
油
蝋
一
・
一
%
・
:
で
、
農
・
水
産
口
聞
が
多
く
、
輸
入
で
は
糸
綾
布
吊
二
四
・
五
%
(
対
日
貿
易
で
は
三

五
・
五
%
)
、
飲
食
物
一
五
・
一
二
%
、
車
輔
船
舶
八
・
五
%
・
油
蝋
三
了
九
%
、
紙
お
よ
び
紙
製
品
二
・
六
彪
;
が
上
位
を
し
め
し
た
。
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こ
れ
ら
の
輸
出
入
に
し
め
た
各
港
の
地
位
は
第
2
図
(
港
別
貿
易
額
図
)
お
よ
び
第
7
表
(
日
本
貿
易
に
お
け
る
各
港
の
地
位
)

の
ご

と
く
で
あ
っ
た
。

輸
出
に
お
い
て
釜
山
・
群
山
・
鎮
南
浦
、
輸
入
で
は
釜
山
・
仁
川
・
京
城
が
上
位
の
三
港
と
な
っ
て
い
た
。
こ
の
場
合
、
仁
川
・
元
山

京
城
・
大
郎
・
清
津
・
新
義
州
・
平
壌
は
輸
入
港
、
釜
山
、
鎮
南
浦
、
群
山
、
木
浦
、
城
津
が
輸
出
港
の
典
型
と
な
っ
た
。

略
奪
型
貿
易
は
こ
れ
ら
後
者
、
な
か
で
も
釜
山
を
核
に
展
開
し
た
。
輸
出
総
額
の
六
一
・
四
%
を
し
め
た
穀
物
お
よ
び
種
子
の
な
か
で

は
、
各
種
の
米
(
籾
、
玄
米
、
中
白
米
・
精
米
・
粉
米
・
砕
米
・
:
)
が
八
O
%
弱
で
首
位
、

つ
い
で
、
大
豆
・
菜
豆
・
棉
子
・
:
が
知
ら
れ

て
い
た
。

さ
て
、
こ
の
さ
い
、
米
の
積
出
港
は
主
た
る
産
米
地
域
が
、
京
畿
道
以
南
で
あ
り
、

か
っ
そ
の
仕
向
地
が
日
本

(
九
九
%
)
、

な
か
で

も
関
西
市
場
と
い
っ
た
位
置
関
係
か
ら
、
そ
の
積
出
し
は
、
南
部
の
要
津
、
鉄
道
の
終
端
と
な
っ
た
釜
山
を
第
一
に
、
群
山
、
仁
川
が
こ
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れ
に
つ
ぎ
、
上
位
三
港
の
み
で
全
体
の
八
O
%
を
し
め
た
。
残
余
を
鎮
南
浦
、
元
山
、
新
義
州
・
:
が
取
扱
っ
た
こ
と
に
な
る
。
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日本貿易における各港の地位第7表

(
大
正
8
年
)

ムA・ム・A・・ム・ム・ム
平新城清馬大木群京鎮元釜仁

言十 義 南 港

壌升Ii宰津山郎浦山城浦山山川

輸
一
九 一 八二、 、、 、 、、

出
九 一三二四二六六一四五八一
八六 O四九三六一五八二八五五
四一八五 O二七九二八三三九二 額

一 一 四一
00-一二一八三 O二三四 O % 
三五七五二三一三九二九三八

輸
一
八 五三、 、 、、

入
四九一一五二九四七七九九一五
九八四八 O七 三八 00三 O七四七
一七四九 二八七六 O二九四 O 額

一
五 O一二一五二三 O四五七九 % 
三八 O七三三二八二九三九三

A 口

一
八一 一二三三三一四五、、 、、、、、、、、

四 O二五七六二 O三九三五 O七
七四五三九六五二五一二六 O二
六八三四八四六六八八五三四二 言十

一 一一
二 O一二一三五八 O八四六四 % -・・・・
七七四一七二三七二六一四九

第

8
表
(
港
別
米
の
積
出
額
)
は
そ
の
内
訳
で
あ
る
。
こ
の
う
ち
、
上
位
五
港
に
集
散
し
た
米
の
仕
立
地
は
釜
山
(
慶
北
・
慶
南
・
全

南
の
三
道
で
八
五
%
)
、
他
に
七
道
か
ら
)
、
群
山
(
全
北
・
忠
南
の
二
道
か
ら
九
四
%
、
他
、
三
道
か
ら
)
、

仁
川

(
京
畿
・
忠
南
・
平

北
・
黄
海
の
四
道
で
八
九
%
、
他
三
道
か
ら
)
、
木
浦
(
全
南
で
九
八
%
、
他
に
二
道
か
ら
)
、
鎮
南
浦
(
黄
海
、
平
南
の
二
道
で
八
三
%

117 

他
一
道
か
ら
)
・
:
と
な
っ
て
い
た
。

そ
の

な
お
、
前
記
の
よ
う
に
、
朝
鮮
産
米
の
仕
向
地
は
日
本
(
九
九
%
)
、
中
園
、

ソ
連
(
ア
ジ
ア
・
ロ
シ
ア
)
・
:
で
あ
っ
た
か
ら
、
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港別米の輸出額

備 平新城清軍吉大木群京鎮元釜仁

義 南

考 壌州津津空D郎浦山城浦山山川

{単立
-ヱ+-人

一四 ノム¥ 一~
は: 二五二 六二九四
千 一 二五四四五七三六五 米
石

釜 中
山 00  

白は:

米 四五 三七 米

大
豆

精
O 一 四二
-一 五八 七豆 ムノ、ムノ¥ 二一二四五四六六 O 米

の

穀物港
O 
籾

粉
O 三 O O 

-一.一 一一
二四六三八二三七 米

そ
O 一 00  . の

五 九 七四四二 他

菜 棉 小大 大
豆

旦 子 麦麦

豆

(大正8年)(朝鮮貿易年表による)

大
部
分
は
玄
米
↓
大
阪
(
四
四
形
)
、

精
米
↓
大
阪
(
三
八
%
)
、

山
口
・
広
島
・
兵
庫
・
北
海
道

の
四
月
に
至
る
六
ヶ
月
に
出
廻
り
が
活
発
で
、
五
月
か
ら
十
月
に
い
た
る
聞
が
閑
散
で
あ
っ
た
。

こ
れ
ら
は
仕
向
地
の
需
給
事
情
、
採
算
関
係
、
貨
車
便
の
操
作
・
:
の
影
響
を
う
け
た
が
、
過
去
の
実
績
か
ら
み
る
と
、
十
月
か
ら
翌
年

第B表

兵
庫
・
愛
知
・
神
奈
川
・
横
浜
:
・
、

-
:
、
砕
米
↓
大
阪
(
五
八
%
)
、
兵
庫
・
愛
知
・
静
岡
・
:
、
そ
の
他
の
米
↓
大
阪
(
三
八
%
)
愛
知
:
・
に
廻
送
さ
れ
た
わ
け
で
あ
る
。

も
ち
ろ
ん
、
こ
れ
ら
の
期
聞
を
通
じ
、
積
出
し
港
か
ら
仕
向
地
ま
で
の
輸
送
は
、
す
べ
て
船
便
に
よ
る
以
外
、
そ
の
手
段
を
も
た
な
か
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(
大
正
8
年
)

港別，入港船舶の種類

備
日本貿易船 外国貿易船

11凡
汽船
ンジ

旦t隻」1且t隻-船 クャ

考 t隻 t隻 t隻

t 一一 ム/、 一 仁

の 四四 三八 . --七六
単位
六 O 九 O 七四 七一 五九 JII 

t主 、 、、 釜
千

二七 ムノ、 一と
す 九六 四八 五 九三
る ~O O 六 五五 一五 山。
O 一 O フじ
-一 七ー 六九
九六 九九 四八 ム/\~ 山

一 鎮、

一 -ノL¥ 南
O 二 二 O . 六九

七 四四 五九 四三 浦

一 一 群
O 三 一四

一七 四四 三五 二五 111 

四一 O 木
.ムj¥ O 七
， 九五 五八 I清

一 ι馬、

一
九 O 111 

一 一 清
ノi¥-六七 -七 七一

五 二 O O 二 一七 五七 津

O 
城

0- 八八 六八
七七 ~ ムノ¥ 津

ム/¥  新、

九三 義. /¥ ーーー ムノ、
五三 一八 九五 1'1、|

第 g表っ
た
。
で
は
い
か
な
る
船
に
よ
っ
た
も
の
か
、
諸
港
に
お
け
る
出
入
船
舶
の
種
類
別
か
ら
み
る
こ
と
に
し
た
。

外
国
貿
易
船
の
朝
鮮
諸
港
へ
の
入
港
の
う
ち
、
汽
船
は
日
本
各
地
か
ら
、
仁
川
二
四

O
隻
(
二
ハ
三
)

-
釜
山
一

O
一
二
隻
(
六
三
)
鎮

南
浦
九

O
隻
(
五
九
)

-
新
義
州
六
三
(
二
九
)
:
・
、
朝
鮮
各
港
か
ら
仁
川
二
九
隻
三
二
)

-
釜
山
二
七
隻
(
一
九
)

-
一
万
山
三
二
隻

( 

一一一一、../

-
清
津
三
四
隻
(
一
一
四
)

-
城
津
三
三
隻
(
一
一
一
二
)
:
・
、
帆
船
で
は
日
本
各
港
か
ら
釜
山
五
五
隻
(
六
)

-
新
義
州
一
三
八
隻

( 

一一
) 

-
朝
鮮
各
地
か
ら
清
津
一
三
七
隻
(
一
一
)
、

-
ジ
ヤ
ン
ク
が
新
義
州
五
八
一
八
隻
さ
二
)

-
鎮
南
浦

新
義
州
二
四
七
隻

(
五
)

一
六

O
五
隻
(
二
五
)

-
仁
川
六
八
四
隻
(
三
七
)
:
・
と
な
っ
て
い
た
。
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貿
易
の
主
対
象
と
な
っ
た
日
本
貿
易
船
の
日
本
か
ら
の
船
は
、
汽
船
が
釜
山
に
一
六
七
一
隻
(
一
一
九
O
)

-
仁
川
三
四
O
隻
(
一
四

九

-
木
浦
二
七
七
隻
(
一
O
五
)

-
群
山
一
一
一
一
一
一
四
隻
(
一
O
四
)

-
鎮
南
浦
二
四
四
隻
(
一
O
四
)
:
・
、
帆
船
が
釜
山
に
三
三
四
O
隻

(九
O
)
-
馬
山
一
一
九
七
隻
(
一
八
)

-
木
浦
一
一
一
一
O
隻
(
四
)
:
・
が
入
港
し
て
い
た
。

)
は
ト
ン
数
、
単
位
は
千
ト
ン
で
あ

る
。
第
9
表
は
こ
れ
ら
の
総
計
で
あ
っ
た
。

と
も
あ
れ
、

日
本
か
ら
の
貿
易
船
の
入
港
で
は
、
汽
船
の
五
五
%
、
帆
船
の
七
O
%
が
入
港
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、

日
鮮
貿
易
に
お
け

る
釜
山
の
絶
対
的
地
位
が
知
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

前
記
日
本
へ
の
積
出
品
の
多
く
が
、
帆
船
利
用
に
よ
っ
て
、
距
離
的
に
近
い
西
南
日
本
の
諸
港
に
送
ら
れ
た
わ
け
で
、
こ
の
点
、
馬
山

木
浦
と
い
う
南
岸
の
諸
港
も
地
理
的
関
係
か
ら
、
釜
山
に
類
似
し
、
そ
の
小
型
版
と
考
え
て
誤
り
は
な
い
。

玉
、
日
鮮
貿
易
に
し
め
る
釜
山
港
の
地
位
と
特
色

表

rt¥lf-
総

額

% 

日
鮮
貿
易
に
し
め
る
釜
山
港
の
地
位
は
、
明
治
九
年
の
日
韓
通
商
港
・
同
十
五
年

に
お
け
る
開
港
場
設
置
以
降
、

つ
ね
に
朝
鮮
諸
港
の
首
位
に
あ
っ
た
。
京
釜
、
京
義

10 

を
中
心
と
し
た
日
鮮
貿
易
時
は
そ
の
最
た
る
も
の
で
あ
っ
た
。
今
、
好
況
期
に
お
け

鉄
道
の
創
設
と
あ
い
ま
っ
て
、
各
地
の
産
品
を
集
め
て
き
た
、
大
正
期
の
朝
鮮
産
米

第

る
実
情
を
「
貿
易
年
表
」

(
大
正
八
年
)

に
よ
っ
て
一
端
を
し
め
し
た
い
。
輸
出
総

額
八
七
七
五
万
九
千
円
(
全
鮮
の
四
一
括
)

の
う
ち
、

日
本
へ
は
八
七
O
一
万
二
千

千
円
)

円
と
な
っ
て
、
前
者
に
し
め
る
%
は
九
九
と
な
っ
て
、

日
本
貿
易
が
そ
の
す
べ
て
と
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釜山港の輸移出品調

ー類

大玄
豆米 お
も
な
る
輸
移
出
口
問
③

一
七
、
一
二
了
精
米
一
八
、

O
一二九

一
一
、
四
九
五
・
※
棉
子
一
、

O
九
二

塩鮮
魚魚

コ
一
、
四
五
五
・
乾
魚

五
、
二
二
七
・

七
、
二
六
八

第11表

二類三類四類五類六類

牛
皮

※
繰
綿
生
糸

一
、
ム
ハ
ご
一
二
・
マ
ユ

一
、
五
八
三

七
一
四

王I%I/'I~I/.:.I:宍引「
JJ与1/.1%IAlhlた

うく2九九死~\hlメ4i

③
以
外
の

主
商
品
⑧

小粉※
金
鉱

海
藻
・
糟

銀
杏
草

備考

商
品
は
当
港
以
外
に
主
要
積
出
港
あ
り
。
単
位
千
円
。

% 

豆米

全

(
大
正
8
年
)

0
0万
円
以
上
の
積
出
し
と
な
り
、
こ
の
国
の
対
日
貿
易
品
の
典
型
が
認
め
ら
れ
た
。

※
金
銀
粗
銅

四
六
七

、

一
五
五
・
生
牛

一
、
九
七
O

※ 

諸
港
に
対
す
る
割
合
で
あ
る
。

考
え
て
よ
い
ほ
ど
で
あ
っ
た
。

輸
入
で
は
全
鮮
の
二
二
%
、

日

本
か
ら
の
こ
七
%
で
、
こ
の
港

が
朝
鮮
産
米
の
各
種
を
集
め
る

核
的
存
在
で
あ
っ
た
こ
と
が
知

ら
れ
た
。

第
日
表
(
釜
山
港
の
輸
移
出

口
問
調
)

は
こ
の
港
か
ら
日
本
へ

も
ち
だ
さ
れ
た
商
品
と
そ
の
金

額
を
し
め
し
た
も
の
で
あ
る
。

下
段
の

O
/
O内
の
数
字
は
諸

港
中
の
順
位
、

お
よ
び
は
全
鮮

第
一
類
商
品
|
穀
物
お
よ
び
種
子
の
う
ち
、
玄
米
、
精
米
、
大
豆
、
棉
子
(
木
浦
が
第
一
)
、
第
二
類
商
品
飲
食
物
ー
で
は
、
鮮
魚
、

乾
魚
、
塩
魚
、
第
四
類
商
品
で
は
繰
綿
(
木
浦
、
が
第
一
)
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-
繭
・
生
糸
、
第
六
類
商
品
|
雑
品
ー
で
は
牛
皮
お
よ
び
生
牛
が
そ
れ
ぞ
れ
一

農
産
品
、
水
産
品
お
よ
び
牧
畜
口
問
等
、
な
か
で
も
、
国
の
経
済
の
大
宗
で
あ
っ
た
米
の
日
本
へ
の
積
出
し
が
そ
の
中
心
で
あ
っ
た
こ
と
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が
知
ら
れ
た
。

朝
鮮
海
峡
側
に
位
置
す
る
馬
山
(
鎮
海
を
含
む
)
、
木
浦
は
こ
の
港
の
亜
型
で
、
そ
の
補
助
港
と
も
考
え
ら
れ
た
。
一
仁
川
、
鎮
南
浦
、

新
義
州
、
な
か
で
も
北
辺
位
置
の
新
義
州
と
は
そ
の
性
格
は
大
い
に
異
な
っ
た
も
の
で
あ
る
。

本
稿
は
大
正
期
の
朝
鮮
産
米
に
関
す
る
日
本
へ
の
輸
送
問
題
を
中
心
に
し
て
、
そ
の
積
出
し
諸
港
に
つ
い
て
述
べ
た
。
釜
山
は
日
鮮
貿

易
の
収
殻
点
と
し
て
、
統
治
の
時
代
を
通
じ
、

ほ
と
ん
ど
変
り
の
な
い
姿
を
み
せ
て
き
た
。
み
に
く
い
略
奪
貿
易
は
米
を
中
心
に
、

の

港
を
主
要
舞
台
と
し
て
展
開
し
て
き
た
。
こ
れ
ら
を
日
鮮
貿
易
の
一
断
章
と
し
て
整
理
し
た
の
で
あ
る
。

太
平
洋
戦
争
の
の
ち
、
こ
れ
ら
は
抹
消
せ
ら
れ
、
近
時
、

日
韓
基
本
条
約
下
に
、
改
め
て
両
国
の
貿
易
が
展
開
し
て
い
る
o

そ
の
さ
い
、
釜
山
の
地
理
的
位
置
を
ど
う
考
え
れ
ば
よ
い
の
だ
ろ
う
か
。

昨
夏
、
彼
地
を
訪
ね
る
機
会
を
も
っ
た
、
福
岡
(
板
付
)

か
ら
釜
山
(
水
営
)
ま
で
、
僅
か
二
五
分

(
実
際
の
飛
行
時
間
)

で
あ
っ

た
。
隣
国
理
解
の
第
一
歩
は
至
近
の
と
こ
ろ
か
ら
は
じ
め
る
が
よ
い
。
本
稿
の
意
図
は
こ
ん
な
所
に
あ
っ
た
。

主
要
参
考
文
献

(
l
)
 

(
2
)
 

(
3
)
 

(
4
)
 

(
5
)
 

(
6
)
 

朝
鮮
拓
殖
銀
行
:
朝
鮮
の
米
・
朝
鮮
商
品
誌
一
、
昭
四

東
畑
精
一
・
大
川
一
司
:
朝
鮮
米
穀
経
済
論
、
日
本
学
術
振
興
会
・
学
術
部
第
六
小
委
員
会
報
告
、
昭
一
一
一

朝
鮮
総
督
府
:
朝
鮮
総
境
、
昭
八
、
同
施
政
三
十
年
史
・
昭
一
五

沢
田
徳
蔵
:
米
の
消
費
地
の
研
究
と
米
の
品
種
論
、
創
元
社
・
昭
一
四

大
阪
市
教
育
部
:
大
正
大
阪
風
土
記
昭
三

朝
鮮
総
督
府
:
朝
鮮
貿
易
年
表
・
大
八
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(
7
)
 

(
8
)
 

(
9
v
 

(
叩
)

拙
稿
:
米
に
関
す
る
地
理
学
の
関
心
と
記
録
、
人
文
地
理
・
一
九
!
一

同
:
朝
鮮
農
業
理
解
の
た
め
に
、
地
理
・
一
三

l
八

同
:
朝
鮮
の
商
業
地
と
生
産
物
の
商
品
化
、
商
業
地
域
論
、
地
人
書
房
、
昭
三
八

同
:
地
理
学
に
お
け
る
朝
鮮
研
究

l
竪
附
の
一
勧
i

織
田
武
雄
先
生
退
官
記
念
論
文
集
、
柳
原
書
庖
(
未
刊
)
。

八

追

記
V
本
書
の
発
刊
と
ほ
ぼ
同
じ
頃
に
参
考
文
献
(
印
)
が
で
き
あ
が
る
。
地
理
学
に
お
け
る
朝
鮮
研
究
の
大
要
を
文
献
解
題
的
に
ま
と
め
て
い

る
の
で
、
参
考
に
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
う
。




